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車のコンディションはどうか？運転のスキルはどの程度？ 
～ より良い講義の為の振り返りチェックリスト ～ 
How's your car? How's your driving? A reflective checklist for better classroom teaching 
Gregg MCNABB* 
Abstract: Falling enrolment combined with a large surplus of schools and universities means that there is an urgent need 
for educators and administrators to become innovative. Faculty development will be an important aspect of any 
innovation initiatives. This paper discusses some fundamentals of faculty development. 
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はじめに 
少子化による入学者数の減少は今や厳然たる事実である. 
いくつかの大学ではすでに, 近い将来の生存競争に備えて 
Faculty Development Program（教員を始めとする学校関係者
や大学全体の組織力向上プログラム．以下FDという）の開発
に取り組み始めている．大学教員になるための特別な免許は
存在しないので，残念ながらごく少数の大学関係者しか教授
法, 管理法等の正規トレーニングを受けていない．指導する・
教えるということは, 間違いなく最も重要な「ピープルビジネス」 
であり, 現在 FD の重要性について全国的に関心が高まって
いることは，日本の教育において大変心強い変化であるとい
えよう． 
この論文では，教育現場で日常的に扱う基本的な，しかし
重要な観点一自動車で喰えればネジやボルトといったモノが 
FDで言えば何なのかということに注目していきたい， 
また，楽しみながらこのテーマを理解してもらうために, 誤解
を与えがちな直接的な表現は避け，主に「車と運転」の比除を
用いた， 
クリストファー・ショーン氏の著作 『More Recゆes for TL'vd 
Teachers l(1991 年）の「Teacher's Roadworthy Testj（先生の
為の路上適正テスト）を参考とし，さらにいくつかの視点を加え
た．ショーン氏は教えることの喰えに「車」のみを用いているが， 
私は少し考え方を広げ，「運転」という概念も取り入れた.「車」 
Received March 2, 2007 
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はショーン氏のオリジナルと同様, 主に教師や生徒及び教室
での経験を表し,「運転」は一般にいう教育課程を表してい
る. 
しかしながら, 最も重要なのはメッセージを伝えることであるか
ら，これらの比喰には完壁でない部分もあることをご容赦いた
だきたい． 
【車のモデルノ教育機関について】 
1．あなたはどんな車が好きだろうか？どんな車を運転してい
るのだろうか？新車？軽自動車？セダン？輸入高級車？アン
ティーク？年代物のスポーツカー？ポンコツ車？あるいはレン
タカー？ 
車の種類によって人のリアクションは変化するものだ． 
新車は誰もが楽しめる．ピカピカの新車には欠陥や傷が一
切なく，特有の香りもある，皆気をつけて取り扱うし, それがス
ポーツカーであればなおさらだ． 
新人教員も同様である. 希望に溢れ, 同僚は親切に接して
くれる．前向きで良く働き, どんな問題にも縛られていない．も
しくはまだ小さな問題であれば容易に解決できる. 言い方を変
えれば小さな失敗は周囲から許され忘れ去られる．彼らはヒネ
ガティブな先入観を持たず、後で軌道修正が必要になるよう
な考えも持たない. 従って, 新人教員がそうであるように，私達
自身も物事をできるだけ新しい観点から捉えるように努めるべ
きである．古い車でも問題なく走行し,ドライバーもその車の運 
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転に慣れているかもしれないが,定期的に新車に乗り換えるこ
とは新鮮な気分にしてくれるという点で良案である．アンティー 
クでない限り、古いモデルの車をまた違う古いモデルに置き換
えたところでメリットはないのである‘ 
軽自動車は純粋に機能的だ.基本的な機能のみを持ち合わ
せている.制約はいろいろあるが，一番の長所は値段が安いことで
ある.個々のモデルの違いを区別するのは難しいが，軽自動車に
求められているのは基本的な機能であるから，デザイン性はあまり
気にされないし，セカンド力一として選ばれることが多い． 
Uかし、残念なことに、教育現場ではそうもいかない．装備・
機能に適した運転をしているうちは問題ないが,乱暴に運転
したり，高価なセダンのような乗り心地を求めてしまうと途端に
故障してしまい，新しい車を購入せざるを得なくなる.もっとも
軽自動車は処分するのが容易で簡単に乗り換えることができ
ると考えられているため，故障しても特に問題はないかもしれ
ないが・・・．故障を避けるには適切な運転が重要だ．上手く扱
えば，セダン並みに長持ちするだろう．  
る‘これとは逆に高級日本車はアメリカ等に輸出され，現地で
は高級輸入車として扱われている． 
本物の自動車の市場とは対照的に,日本の教育現場には
残念ながらかなりの数のいわゆるポンコツ車が存在する‘大が
かりな修理が必要か,あるいはもはや走行に適さないような車
である．中には見るに耐えないものもある． 
自動車市場でもアンティーク車やビンテージ物のスポーツ
カーは極めて稀だ．それらの美的価値は時が経つにつれ上
昇し，クラシックな音，乗客を運ぶにはもったいないようなスタ
イルなどにより，人々を楽しませてくれる．継続的で入念な手
入れの賜物である．ひとつひとつが芸術作品といっても過言
ではない．たとえ軽自動車やセダンであっても手のかけように
よってはこのようなクラシックカーになり得る．カルメンギアやビ 
ートルも昔は大衆車だったが今やれっきとしたクラシックカー 
である.どの車を選んだとしても大切な事は，周囲が自分をど
う見るかを考え，自らのブランディングを行うことである． 
一般的に選ばれることが多いのは典型的なセダンだろう. 
基本的な機能は全て揃っているし,時には限定オプションが
付いてくる．各モデル毎のバリエーションはそう多くはないが， 
スタイリッシュな赤いアルティマなどを目にすることもある．最新
機能の付いたハイブリッドカーでない限り，値段も似たり寄っ
たりである．ある程度激しく運転しても相当の期間は故障しな
いだろう．しかしながら，もし手入れを怠れば路上のスペース
をとり，他のドライバーの妨げとなるようなポンコツ車に成り果
ててしまうだろう． 
日本では高級輸入車もかなり人気だが，将来的には安めの
輸入車の魅力が増して、高級車の人気は今後減少する傾向
にあるかもしれない.高性能でスタイリッシュなモデルが多い
のが特徴である‘日本車と少々異なる部分があるため,運転
に慣れるのに時間を要するかもしれないが，ほとんど全てのニ 
ーズに応えてくれる．優れたハンドリング動作でスムーズな運
転を可能にする．道路をよく知っているかのようである．メンテ
ナンスのための値段は高めだが，クオリティー重視の人はそ
れなりの価値を見出せるだろう．多くはバイリンガルである（マ
ニュアルやカーナビはニケ国語で書かれていることが多い）. 
オプションの選択肢も多岐に渡り，最新機能を搭載し，時には
日本車にはないような先進的な機能を備えているモデルもあ
る． 
これらの高級輸入車の市場は，価値を認識し高額でも支払
う余裕のある人の多い中近東のUAEやカタールが盛況であ 
日本ではレンタカーが良く利用される．種類も豊富に揃って
いる．古いスタンダードなモデルがほとんどだが，中には高級
車が手頃な値段で借りられることもある．ビンテージや新種の
スポーツカーは，やはり高額だ.最近では軽自動車やセダン
もレンタルされている．残念ながらレンタ力ーは乱暴に扱われ
がちなので故障するのが早いが,供給数が上回っているため， 
補充は容易にできる． 
とは言うものの，これは警戒すべき傾向である．企業や団体
が多種多様なレンタカーのコレクションを活用しながらブランド
イメージを確立するのは難しいだろう，ヤナセに行けば高級車
が展示されたショールームがあり,顧客はその中から好きな車
を選択できる．だからこそ真っ先にショールームを訪ねるのだ． 
昨今の消費者は品質に厳しくなっている．その中にあって，十
分なマーケティング戦略なしに多種多様な車を用いてヤナセ
のようなブランドを構築することは不可能なのではないだろう
か.結果，この場合のFDは,品質問題と顧客へのブランドイメ 
ージの浸透の2点を同時に図っていかなければならない．ヒコ
ンダイは値段の手頃さと品質のバランスを上手く達成した良い
例といえるだろう．ヒュンダイはまた、慎重かつ厳しい品質管理
により、安価な車でもブランディングできるということも証明して
いる、 
2．最近洗車，内装の清掃,ワックスがけをしたのはいつ？ 
ワックスの締麗にかかった黒や赤のスポーツカーは誰の目 
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にも美しい．多くの人が振り返って見るだろうし，声に出して賞
賛するだろう．きちんと清掃された清潔な車に乗るのは気持ち
の良いものである．ほとんどの人はそれなりに気を使って洗車
をしているだろうが,中には手入れの行き届いていない車も見
かける．そんな車に乗ったり，近づいたりするのは気分の良い
ものではない．何日も食べ物を車内に放置し，湿気ったフレン
チフライやハンバーガーの臭いの充満した，タバコの吸殻の
溢れたような車には誰も寄り付きたくないものだ． 
私達も日頃,自分自身の身だしなみ（髪型,服装，適度な
運動，歯や肌の手入れ等）には気をつけるべきだ．なぜ卒業
式や結婚式等にはピカピカに手入れされた車が多いのか？
なぜ大学入試センター試験に立ち会う教授陣は，自分の学校
に入学すると決まってもいない受験生のためにきちんとした服
装をしてくるのか？しかし一方で毎日学校で顔を合わせる,私
達の「顧客」である生徒達に対しては,エアフレッシュナーもほ
とんど使わず，掃除機もかけず,外観が汚れてきても塗装の
やり直しや洗車は重要ではないと考えているような教員がいる
ことも事実なのである， 
最近では，生徒はまさに私達の「顧客」であり，教育というピ 
ープルビジネスに携わる以上，顧客のニーズに即したブランド
力が鍵になる．トョタ，ホンダ，マツダ，ヒュンダイ，メルセデス
や日産が顧客のニーズを知り尽くしその期待に応えようと努力
しているのに対して,GMやフォードなどは遅れをとっている
感が否めない．ブランドの方向性が特徴のない暖味なもので
あれば，世間に間違ったイメージを与えかねない．これは教員
個人にも教育機関にも当てはまる問題である． 
これを実証するべく私は毎年生徒に対して 15 分程度の英
語での面接を実施している‘面接を終えた後で，次の試験に
向けた準備は万端かと質問してみる．同時にどの教科のテスト
が一番簡単,あるいは難しいかと訊ねてみると，驚いた事に多
くの生徒が毎年同じ教科名を挙げるのだが，なんと担当教授
の名前を覚えていないのである． 13 回を超える講義をしてい
るにもかかわらず，その担当教授の名前は知られていないま
まなのだ．インパクトがなく，ブランド力がないということである. 
幸いにもセダンや軽自動車は，新品のガラス（新しい眼鏡） 
美しく縁取られたタイヤ（靴）やより良い塗装（ファッショナブル
な服装やアクセサリー）を施すことで，簡単に経済的かつ効果
的に変身できる．FDはこの基本的だが忘れられがちな顧客
サービスの観点を考慮すべきである．また,軽自動車やセダ
ンをカスタマイズすれば高級車と同じくらい格好よく見せること
が可能であることを理解すべきだ．結局のところ,それはオー  
ナーのプライド次第ではあるのだが・・・．自分はリース契約し
た軽自動車で行くのだと決めたなら，車が魅力的になるように
最大限の努力を払うことが大切である．もしあなたの戦略が、リ 
ースした軽自動車を乗りつぶすということであれば、そのプラ
ンディングは危険だといわざるを得ない．FD が組織の全体戦
略に含まれていないならば、組織自体の失敗は決定的なので
ある． 
3，定期的な点検をしているか？エンジンは快調か？エンジン
トラブルを隠そうと余分な物を足し過ぎていないか？ 
車には定期的な点検が欠かせない．これは誰もが知ってい
る常識だ‘私達にも適度な運動や趣味，休暇，バランスの取
れた生活習慣が必要である，オイル交換はエンジンの原動力
であるから，私達も旬の食材を摂取し健康維持に努めることが
大切である． 
エンジンに少しでも不調が見つかればもちろん修理が必要
だ．修理をせずに長時間運転すれば車は故障する.私達は1 
日中運転し続けるということはない．ドライブの途中で適当に
何回か休憩をはさむ人がほとんどだろう．車を酷使すれば故
障時期を早めてしまうし，疲れている時は集中力が散漫になり
事故を起こす危険性が増す．となれば自分だけでなく周りにも
危険が及ぶ可能性があるので，休憩をはさむことが自分にと
っても車にとっても良いことになる‘ Engine additives（カフェイ
ンや砂糖）の定期的な摂取は一時的にはエンジンの動きを良
くするが，車を長持ちさせる最良の方法は注意して運転するこ
とである， 
FDはより効率的であるためのトレーニングを含んでいるべき
だ．教育における効率性の実現は、喫緊に取り組むべき大き
な課題である． 
4,すぐに修理を施すか？ 
自分の車に問題が見つかってもそれが小さなものであれば
大抵の人は放っておくだろうが，ひとたび問題が大きくなれば
原因が何かを突き止めすぐに修理に出すだろう．あなたがもし
自分の教え方に問題があると思ったらすぐにしかるべきエキス
パートに相談に行くだろうか？なるべく早く解決しようとするだ
ろうか？ 
5．計画性をもってメンテナンスをすれば，トラブル知らずのド
ライブが続けられる 
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車は必要であればその都度修理に出すが，それ以外にも
定期的に車検に出さなければならないI 教員の世界でもほと
んどの教員免許保有者は何らかの資格更新の義務を果たさ
なければならないが，皮肉なことに大学教授は教員を育成す
る立場にあるにもかかわらず，正式な免許も必要ない上に指
導能力の見直しの義務さえもない．この問題は真っ先に改善
されるべきである．全ての教育過程において，FDに教員の能
力点検の義務化を組み込むことが望ましいのではないだろう
か．この有効性は生徒からの評価結果を集計すれば一目瞭
然に確認できるだろう．これはすなわち，快適なドライブに繋
がることになるだろう． 
【車と教室】 
● 室内温度はどうか？ 
快適なドライブのためには暑過ぎたり寒過ぎたりしないよう
注意することが大切である． 
● シートは正しく調節されているか？ 
教室によっては座席の位置を変えられる．定期的に配置換
えをすることは気分転換にもなる．目的を持って配置換えを
するのは悪くない． 
● 電気はきちんと点くだろうか？ 
照明も大切である.日本の建物に多い蛍光灯は目が疲れ
る原因にもなるので,できるだけ日光を取り入れよう. 
● サンバイザーや反射ガラスはあるか？ 
暑い日や寒い日，雨の日などにはブラインドやカーテンを有
効に使って教室の環境をより良く保とう. 
● チェーンやパンプ，トランスミッション液等，スペアパーツ
は準備しているか？ 
生徒はよく忘れ物をするので，テキストや鉛筆,消しゴム， 
配布プリント，ティッシュ等はスペアを持っておくようにしよ
う． 
● カーオーディオは使用するか？ 
授業の開始時に音楽を流す事は，ムードを演出するのに
も役立つし,生徒に対して自分自身を特徴付ける事ができ
る，何も「サービス」しない他の教師陣とは良い意味で区別
されてアピールになるだろう．何気なく曲を流したとしてもあ
る生徒にとっては初めて聴くジャズかもしれず,新しい楽し
さの発見に繋がるかもしれない． 
● ライターはきちんと使える状態か？ 
講義の始まる前に教室の設備がきちんと動くか確認してい
るか？意外と確認しない人が多いのではないだろうか． 
● 運転する前にドアをロックし,全員のシートベルト着用を
確認しているか？ 
授業の前に全員が揃い，準備万端かどうか確認している
か？中には授業開始後も生徒がトイレに立ったり遅刻する
事を容認している教師もいる. 
以上の例は単純でわかりやすいものばかりだが、多くの教員
が実行していないのは憂慮すべきことである． 
【運転一教える事と教育過程】 
路上の規則 
1． 走る速度は速過ぎたり遅過ぎたりしていないか？ 
スピードという点では教員も罰金を払うべきかもしれない！
さまざまな理由から,目的地への到着を急ぐ人もいるが，ドライ
ブでは道中を楽しむ事こそ最高の喜びである．地図（シラバ
ス）を見ながら注意深く準備（レッスンプラン）をすれば，スピー 
ドを出す必要もない．スピードを出し過ぎると周りの景色はどん
どん過ぎて行き，普段だったら気づくさまざまな事も見逃してし
まうかもしれない．逆に，スピードを緩め過ぎると後続の車が詰
まって迷惑をかけることになる一 
これらペース配分の問題は中学校・高校で慢性的に見られ
る．数人の生徒にペースを合わせようとすれば，他の生徒はも
っと多くのことを学ぶはずの機会を逃してしまう一規定の速度
に則って走らなけれぼならない． 
FDにおいて重要な点は，教科内容をいかに効率的に教え
るかという事であり，それさえしっかり押さえていればペース配
分に悩む事はない．日本で極めて弱い教科である英語に関し
て言えば,英語教育に関するセミナー（無料もしくは低料金） 
が全国至る所で毎週末に開催されているにもかかわらず，参
加している教員はほんのわずかであることは驚きだ．こういつ
たスキルアップの機会を利用しない手はないではないか． 
2.「徐行」や「合流」サインに注意を払っているか？ 
高速道路の合流地点で,他の車が車列を譲ってくれない状
況はストレスが溜まるし,事故に繋がる危険性もある．同様に, 
時には生徒の要望に合わせて授業を進めることも必要である． 
常に合わせる必要はないが，講義を進めていく上で彼らの意
見を取り入れることも参考になる．例えば，分厚い教科書を使
っていて到底期間内には終わらない場合．そのような場合は, 
生徒に勉強したい単元を自由に選択させることもできるし,特 
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定の単元を個々のペースで履修させることも可能だ． 
主要な自動車会社は顧客の声を常に収集・分析し製品開
発に役立てている．最も重要なピープルビジネスに身を置く私
達も，教育の過程において生徒が良きパートナーであることを
再認識するべきである． 
3．信号が変わったらすぐに発進しているか？（講義は時間通
りに始めているか？）「止まれ」の標識は守っているか？（時間
通りに終わっているか？) 
大学においては,講義終了の 30 秒前に宿題を出す教員と, 
終了時間を2-'-'5分超過してしまう教員という2種類のドライバ 
ーがいる.どちらの場合も，生徒は次の講義に間に合うか心
配になりそわそわしてしまう．（彼らは交通ルールを守って遅
刻しないようにしているのだから．）その結果，しっかり話を聞
いていなかったりする，さらには，教員の私達が遅れても許さ
れるのであれば，生徒が遅刻することを注意できなくなる．教
員はできるだけ交通規則に則って行動するべきである． 
4．事故を未然に防ぐ為の運転を実践しているか？シグナル
は余裕を持って事前に出しているか？ 
路上では常に周りを意識し，様々な状況を予測して運転し
なければならない．これによって未然に事故を防ぐ事ができ
る． 
授業においても生徒がつまづきそうな内容を予め予測し， 
備えておく必要がある．目の前に危険なカーブが迫っていれ
ば徐行するのと同じように，講義の方向性を変える時や難しい
テーマを与える時は，事前にある程度説明を加えておく．そう
すれば生徒はついてくることができる一急に方向転換したら, 
ついてこれない生徒も出るだろうし,道に迷う者もでてくるかも
しれない. 
プロらしく運転しよう 
1．窓を開けて空気の入れ替えをしているか？ 
長時間のドライブでは室内の空気がよどんでくる．時々窓を
開けて新鮮な空気を入れるのは気持ちの良いものだ．講義中
にリフレッシュできるような工夫をしてみよう． 
2． 新しい道を選んだ事はあるか？ 
て機械的に授業をすすめることにもなりかねない．講義内容に
自信があれば，乗客（生徒）に違う景色を案内する余裕が生ま
れる‘目的地に着くまでにひとつではなくいろいろな道を会得
できたら，もっと良いドライバーになれるだろう．FDはこのよう
な自己改善の機会を与えるべきである． 
3．ラジオは正しくチューニングされているか？ 
前述のショーン氏は，私達教員は十分に生徒の意見を聞
いているか，と疑問を投げかける．時としてラジオはただのバッ
クグラウンドミュージックになりがちである．生徒が関心を持つ
局にチューニングを合わせてあるだろうか.また，自分のお気
に入りのCDやmp 3ばかりを好んで聴くだけでなく，最近流行
りの音楽に興味を持つ事も大切である． 
一部の教員はクラスで教え方や自分のパフォーマンスにつ
いてアンケート調査を行っているようだが，もっとそういうことに
時間をかけて良い．（今はせいぜい1学期に2回程度だろう．) 
自分の教え方に自信があったとしても，生徒から意見をフィー 
ドバックしてもらい，参考にしていくことは大変重要である.意
見を聞かせてほしいという熱意を見せれば，生徒も臆すること
なく意見をくれることだろう． 
4. ギアチェンジはスムーズか？ 
教室での間の取り方はどうだろうか？ギアの進行は必要に
応じてスムーズに行っているか？「偉大な」教員と「良い」教員
の違いのひとつは，間（流れ）の取り方を理解しているか否か
である．偉大な教員は間の取り方が申し分なく，微妙な進行を
スムーズにこなす．FDはこの「流れ」についての分析も踏まえ
ておくべきだ． 
5． ショーン氏は聞く.最後にブレーキをチェックしたのはい
つ？ 
講義で自分ばかりが話し過ぎていないかを確認するために
も，時々自分にブレーキをかけて振り返ってみよう，これは外
国語の教員だけが慎重になるべきことではない．コミュニケー 
ションが一方通行になりがちな日本においては，できうる限り
すべての関係者とのパートナーシップについて学び努力する
必要があるのだ． 
講義をより良く進める為に,時には違った道（方法）を選ぶこ 6． 寝ている乗客はいないか？ 
ともできる．通り慣れた同じ道ばかり通っているとマンネリ化し 
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日本人が車の中で良くうたた寝をすることは，外国人にとっ
ては驚きである．景観や会話を楽しむ機会を失ってしまうとい
うのにドライブの最中寝てしまうとは. 
以前カナダのカルガリーからバンフへ向かう日本人のバス
ツアーに同行したことがある．80分足らずの道中の景色は雄
大なロッキー山脈がせまってくる素晴らしいものだった．ところ
が，半数の人が到着するまでずっと寝ていたのである！ 
私達の仕事は教えること,そしてより良く教えることである． 
私達が行おうとしている講義は有益な内容がぎっしり詰まった
重要なものであるはずだ,生徒にうたた寝させることは，その
内容が重要ではない，もっと言えば私たちはプロではないと言
っているようなものである． 
【結論】 
これまで述べてきた多くのポイントは,自動車教習所に行っ
て習うようなことばかりである．特別難しいことではないが常に
遵守されなければならない．運転歴が長くなるほど自分の腕
を過信してルールを無視しがちだ．これは高齢のドライバーに
多く見受けられる事だが，誰もが運転を諦めなければならない
ほど年老いたとは言われたくないものだ. 
FDの重要な点は，ピープルビジネスで成功を収める為に， 
できるだけ多くの人間関係の視点を組み入れることの重要性
を強調することである．「第一印象で全てが決まる」というのは
就職面接で良く言われることだが，幸いにも教職というのはそ
の時々の状況に合わせて自分のスタイルを再構築できるとい
う利点がある． 
誰でもより良いドライバーになることができるはずだ．しかし
行く先には多くの障壁が待ちうけている．だからこそ，スキルが
必要となるのである. 
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Introduction 
Now that falling enrolment is an ominous fact of 
life, some universities are already trying to gain a 
competitive advantage by revving up their faculty 
development programmes (FD) into high gear; others 
are just beginning now. Since there is no special 
university teacher's license, unfortunately, only a 
small proportion of academic staff have formal 
training in methodology, pedagogy or people 
management. Teaching is arguably the most intense 
and important type of "people business" so the current 
nationwide emphasis on FD is a very encouraging 
development for Japanese education. 
In an effort to call attention to basic, but absolutely 
essential aspects of daily classroom teaching at all 
levels - in a word, to focus on the nuts and bolts of 
FD, - this short paper makes use of car and driving 
analogies primarily to facilitate recall, but also to be 
more enjoyable and avoid being misconstrued as 
overly direct or worse, pontificatory. It adds to the 
18-point "Teacher's Roadworthy Test" checklist that 
appeared in the Teacher Development section of 
Christopher Sion's classic activities book, More 
Recipes for Tired Teachers (1991). In his checklist, 
Sion only refers to the car as it relates to teaching, but 
I will expand on this and discuss the car and driving. 
The car is loosely taken to mean the teacher and/or 
students and the classroom experience similar to 
Sion's original version, while driving is the 
educational process in general. However, it should be 
noted that the value of the message takes precedence 
over trying to draw a perfect analogy. 
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Car models and educational institutions 
1. What kind of car represents you? What are you 
driving? A brand new car? A K-car or similar? A 
typical sedan? A luxury foreign brand? An antique? A 
vintage sports car? A jalopy? A leased car? 
will break down, quit running soon, and a new one 
will be needed. K-cars are viewed as being disposable, 
and replaceable, however, so few people become 
concerned when they do quit running. To avoid 
breakdown, proper driving is important. If treated well, 
K-cars can last almost as long as sedans. 
People react very differently to different cars. 
Almost everyone enjoys a new car. It is shiny and 
clean, it has no defects or damage, and it has that 
special new car smell and more. Everyone tries to take 
care of their new car, especially if it is a sports car. 
The same is true of new teachers or a new teaching 
position: there is a lot of hope and promise. 
Colleagues usually treat new teachers better. New 
teachers work well and initially are free from 
problems, or at least most minor ones are easily 
repaired free of charge. In other words, small mistakes 
are forgiven and forgotten. They usually don't arrive 
with negative preconceptions or other things that 
might require repairs later. Therefore, as much as 
possible, it is a good idea to condition ourselves to try 
to see situations from a new perspective just as a new 
teacher must. An old car might run all right and 
drivers are probably used to the way it drives, but 
trading it in for a new one periodically is a good idea. 
Unless it is an antique, most likely there is no 
advantage to replacing an older model with another 
older model. 
A K-car is a purely functional car. It gets the most 
basic jobs done and that's all. Although it has 
numerous limitations, its main virtue is that it is cheap. 
It is difficult to distinguish one model from another 
and few people care about differentiation anyway 
since they are just basic units for simple work. They 
are often bought as secondary, nonessential vehicles, 
but, unfortunately, in education this is not the case. 
K-cars are fine for what they are designed for, but 
problems arise when some people try to drive them 
too hard, expecting them to perform like a better, 
more expensive sedan. If you drive a K-car too hard, it 
A typical sedan is the most common choice. It 
provides basic transportation, sometimes with limited 
options. Usually there is not a lot of variation from 
model to model but occasionally we can see a 
value-added, stylish red Altima or similar. They all 
cost about the same except for the newer hybrids 
which have advanced, dual operating systems and 
computer technology. Most sedans are quite reliable. 
They can be driven rather hard for quite a long time 
before repairs are needed. If neglected, however, they 
can easily become jalopies that take up space on the 
road and impede other drivers. 
Foreign luxury brands are quite common in Japan 
but will become scarcer in the future as cheaper 
imports seem more attractive. They tend to be very 
well made and have style. They drive a little 
differently and take a bit of getting used to at first, but 
can fulfill almost all driving needs. Most drive very 
smoothly and have excellent handling. They seem to 
know the road very well. They cost a little bit more to 
maintain, but are worth it for people who want quality. 
Many are bilingual or partly bilingual. They come 
with many options, sometimes equipped with 
cutting-edge hybrid technology and advanced, yet 
often unused, features that are unavailable on many 
Japanese models. Arabs, particularly in the United 
Arab Emirates and Qatar, who recognize their worth 
and are willing to pay full price, are purchasing the 
better foreign models. High-end Japanese models are 
being exported to America, where they have become 
the foreign luxury brands. 
In contrast with the real automotive market in Japan, 
regrettably, in education there is a significant number 
ofjalopies. There are unroadworthy vehicles that need 
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major repairs or should be retired from service. Some 
of them are real eyesores. Parallel to the actual 
automotive market, antique cars or vintage sports cars 
are rare. Their aesthetics improve with time, they are a 
joy to watch, have a classic sound and carry 
passengers with unmatched style. They are the result 
of years of constant, proactive care and attention. 
Each one is a work of art. However, if well cared for 
and customized, certain K-cars or specific sedans can 
also become modest classic cars. The Carmen Ghia 
and the Beetle, once basic cars, are now classic cars. 
No matter what car we choose, it's worth 
remembering that it is an important way we brand 
ourselves. 
There is a leased car boom in Japan today. There 
are many varieties. Most are older, standard models, 
but there are older luxury models that can be rented 
quite cheaply. Vintage cars or new sports cars 
continue to retain their full value. Recently, in order to 
save every possible dollar, more and more new K-cars 
and economy sedans are being leased. Unfortunately, 
because they have been leased, these cars are driven 
far too hard and they break down, but there is such a 
large supply of them so it is still easy to get more. 
Nevertheless, this is an alarming trend. It may be 
difficult for an institution that needs to improve its 
brand image to try to do so by using a heterogeneous 
collection of leased vehicles. When we go to Yanase 
we all know that we can choose from among a 
showroom of quality vehicles. Of course this is the 
reason why we go to Yanase in the first place. 
Consumers are very quality-conscious these days, so it 
may be unrealistic to hope to achieve Yanase-like 
branding using a fleet of assorted vehicles unless there 
has been careful, prior analysis of the product line-up. 
As a result, FD needs to be a two-pronged campaign 
where actual quality issues are addressed in tandem 
with strategies to make sure that consumers will 
correctly perceive the intended branding image. 
Hyundai has been very successful in making 
consumers realize that affordability and quality are 
possible. Further, it is proof that with careful and  
relentless quality control, cheaper vehicles can be well 
branded. 
2. When was the last time you took your car to a car 
wash, vacuumed the interior, had a wax or got a new 
paint job? 
A shiny, waxed, black or red sports car is a 
wonderful sight to most people. Most people turn to 
look at one and often admire it out loud. It is a 
pleasure to be in a newly vacuumed, air-freshened car. 
Although most people do take reasonable care of their 
cars, some are rarely washed and are basically 
unkempt. Some owners have day-old food lying 
around in them so when you enter or get close, it is 
unpleasant. It is self-evident that no one wants to be 
around a dirty car or one that smells like stale french 
fries, hamburgers or cigarette butts. Therefore, 
because of what we do, we must include certain 
necessities such as hairstyling, wardrobe updating, 
gym membership, dental care and cosmetics in our 
basic operating costs. Why is it that if you go to a 
graduation or wedding ceremony, you will see cars 
that have been carefully washed, waxed, polished and 
freshened? Why do most professors dress up for the 
大学入試センター試験，even though none of the 
students in the room is their own? Yet for the students 
we all see on a daily basis, our regular customers who 
pay our salaries, some of us don't think a car wash is 
important, and rarely use air fresheners, vacuum or get 
a paint job when the exterior becomes very rough. 
These days, students are quite literally our customers 
and whether or not we acknowledge it, we are in the 
people business, which means that branding does 
matter, as does anticipating customers' needs. At 
Toyota, Honda, Mazda, Hyundai, Mercedes and 
Nissan they know very well what customers want and 
work hard to surpass customers' expectations, 
whereas at GM and especially Ford they may have 
learned too late. If our branding is nondescript or dull, 
then we run the risk of being perceived as such even 
when we are not. This is applicable both to individuals 
and institutions. To illustrate this point, every year I 
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conduct 15-minute student interviews (in English). 
Often after the formal interview is finished, I ask them 
if they are ready for their upcoming exams. I 
frequently ask them whose exam will be the easiest or 
the most difficult. Consistently, year after year, it has 
been astonishing to learn that a significant number of 
students name the same subjects and cannot tell me 
who teaches the courses. Even after 13 or more 
lectures some professors remain consistently 
anonymous! 
Fortunately, any sedan or K-car can be easily, 
economically and effectively customized by adding 
such features as tinted glass (new glasses), nice tires 
with fancy rims (good shoes) and a better paint job 
(interesting and/or fashionable quality clothes and 
accessories). FD should address these basic but 
neglected aspects of customer service, recognizing 
that it is entirely possible to customize any K-car or 
sedan so that it looks almost as sharp as other more 
expensive cars. It all depends on the extent of one's 
pride of ownership. If a decision has been made to 
have a fleet of (leased) K-cars, then efforts should be 
made to make them as appealing as possible. If the 
strategy is to run a fleet of leased K-cars into the 
ground, irreversible damage may be done to brand 
image. Sincere FD must be a part of an institution's 
strategy in order to maintain a competitive edge. 
3. Do you make sure that your car is tuned-up? Do 
you have regular pit stops? Are all cylinders firing? 
Are you adding too many engine additives in order to 
conceal engine trouble? 
Cars need to be taken care of in order to operate 
optimally; this is obvious, common knowledge. We 
need to have tune-ups in the form of regular, vigorous 
physical exercise, hobbies, vacations, a balanced 
routine, and so forth. It is important to change the oil 
to keep the engine running smoothly. Thus in life, 
proper balance with seasonal variety is a must. 
If all cylinders aren't firing correctly, then of course  
maintenance is necessary. If we drive too long without 
tuning up the car, it will fail us. We don't normally 
drive a car all day; we have several "pit stops." We 
realize that if We push our car too hard, it may break 
down or hasten its breakdown. If we are tired, we 
need to stop because we risk endangering ourselves 
and other drivers when we aren't 100% alert on the 
road. Proper consideration must be shown to all 
people on the road. Therefore most drivers should 
make an effort to cover a reasonable distance in a day 
and then stop. Short pit stops to enjoy coffee and chat 
with passengers are necessary for the driver and car 
engine. If we are regularly, unwillingly driving all day 
and well into the night, we seriously need to evaluate 
what we can do to change so that we can avoid 
needing a major overhaul or causing an accident. 
Using engine additives (caffeine, sugar, etc.) 
periodically will boost engine performance and make 
it run more smoothly for a while, but the best way to 
preserve any car's life is to drive it carefully. FD 
should include training on how to work more 
efficiently. Efficiency in education is a major 
challenge that urgently needs to be dealt with. 
4. Do you make repairs right away? 
If there is some minor car trouble, many people will 
ignore it, but once it becomes a bit bigger, almost all 
drivers will find out what the trouble is and have it 
repaired. If there are problems in your teaching, do 
you ask for a consult from a qualified "technician?" 
Do you attempt to fix the trouble as soon as you can? 
5. Scheduled maintenance helps to ensure longer, 
trouble-free driving. 
Most of us repair our cars as necessary, but we must 
also submit to regular, comprehensive inspections. 
Ironically, almost all licensed teachers do undergo 
some form of mandated upgrading (a form of 
check-up or upkeep) but, at the same time, unlicensed 
university professors are not only exempt from this 
themselves, they are the very people teaching the 
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teachers. This needs to be improved upon. At all 
levels of education, FD initiatives, just like real 
inspections, could include mandated inspections 
accompanied by intervention as necessary. 
Effectiveness of such initiatives could be measured by 
the extent to which student evaluations indicate an 
increase in pleasant, smooth driving. 
Cars and the classroom 
・How's the temperature control? 
We do need to be able to control the room 
temperature, but if we can't, we should expect that 
driving will be uncomfortable, so we'll need to be 
more careful. 
・Are the seats properly adjusted? 
In some classrooms seating can be arranged. 
Occasional rearrangement of desks and chairs make 
things seem new or better. Change for the sake of 
change is not wrong.  
handouts, tissues, etc. 
・Do you use the car stereo? 
Playing music at the beginning of a lesson sets the 
mood, identifies you as being more approachable, 
allows you to reveal a different side of yourself and 
distinguishes you from most of your colleagues who 
don't offer any“サービス．”One simple song in a 
class may be a student's first exposure to jazz and the 
beginning of years of enjoyment. 
・Does the cigarette lighter work? 
Before you start a lesson, do you make sure to 
check all the equipment that you are going to use 
works properly or that you know how to use it 
correctly? It is surprising how many of us don't check 
our equipment. 
・Before you start driving, do you lock the doors and 
make sure that everyone has fastened their seatbelts? 
・Does the interior light work well? 
Lighting is also important. Improper fluorescent 
lighting is something that almost everyone has to live 
with in Japan. It tends to make us feel tired, so as 
much as possible we should let in natural sunlight. 
・Do you have a good sun visor or tinted glass? 
On very hot days or very dismal, rainy days, we 
should use blinds or curtains to improve and manage 
the classroom environment. 
・Do you have spare equipment such as chains, a pump, 
brake or transmission fluid, etc.? 
Students do forget things all the time, so just as we 
carry spare equipment in our vehicles, as professional 
teachers we need to have various forms of spare 
equipment such as an extra textbook, pencils, erasers, 
Do you make sure that everyone is ready before you 
start, and once you start that no one is going to need to 
leave? Some teachers let students (at all grades) 
unlock the door/take off their seatbelts by freely 
letting them go to the washroom, walk around the 
classroom or arrive late. The preceding examples are 
simple and obvious, which makes it all the more 
distressing that many teachers have a tendency to 
ignore them. 
Driving - teaching and education process 
Rules of the Road 
1. Do you speed? Do you drive too slowly? 
Perhaps we teachers ought to get fined for speeding, 
too! For some reasons, some people are overly 
concerned about getting to the destination, but in 
driving, the enjoying the journey is paramount. If we 
have a good roadmap (syllabus) and are well prepared 
(careful lesson plans), we shouldn't need to speed. 
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When we speed, many are left behind. When we speed, 
most likely we aren't paying close enough attention 
and may not see a number of things that we normally 
would. Conversely, when we drive too slowly, others 
behind us can become quite annoyed, and with 
justification. Both speeding and driving far too slowly 
are perennial problems in junior and senior high 
schools. In particular, teachers who want to be nice 
and "fair" to two or three students, may deprive other 
students of the chance to learn more. We have to drive 
the speed limit. A very important aspect of FD should 
be about how to teach content as effectively as 
possible so that pacing does not become an issue. 
Regarding English, where Japan is notoriously weak, 
it is astonishing that only a very few teachers take 
advantage of the numerous free or nearly free 
seminars that are offered throughout the country every 
weekend. 
2. Do you pay attention to "Yield" or "Merge" signs? 
When other cars will not let us on the freeway and 
pretend like we are not there, it is frustrating and 
sometimes dangerous. In the same way, sometimes we 
need to yield to our students and allow their 
preferences to merge with our own. It may not be 
necessary to practice a cooperative style all the time, 
but from time to time it is valuable to include their 
input as to how to conduct the classes. For example, 
very simply, when we are using a large course book 
that we know we will not be able to finish, we could 
give students the opportunity to choose all of the units 
they want to study. Or we could let them decide how 
to approach a particular unit. Major (automobile) 
companies continuously solicit, measure and respond 
to customers' comments as a fundamental part of 
improving their products and services. Since we are in 
the most intense people business that there is, we 
should also make sure that students are full partners in 
the education process. 
3. Do you wait too long after the light has changed 
before you get going? Do your lessons start on time? 
Do you stop at the "Stop" sign? Do lessons finish on 
time? 
At the university level, these two types of drivers 
are quite common. We should not be hastily assigning 
homework in the final 30 seconds of a class or 
continuing the class an additional 2-5 minutes. In both 
situations, students will be more concerned about 
getting to their next class on time (most of them do try 
to follow the rules of the road), so what is being said 
may not be heard correctly. Additionally, if we can be 
late, then it should be acceptable for students to be late 
as well. As much as possible, we need to adhere to the 
rules of the road. 
4. Do you practice defensive driving? Do you signal 
well in advance? 
We have to watch out for others on the road and try 
to predict what they will do. In this way, we will 
reduce the possibility of having an accident. We need 
to anticipate where students might have trouble and be 
ready for that. If there is a dangerous curve in the road, 
we will slow down. Similarly, when we are about to 
change direction in our lesson or about to introduce a 
difficult concept, we need to let students know what to 
expect so that they will be able to follow us. If we turn 
suddenly, some people won't be able to follow us and 
will get lost. 
Driving professionally 
1. Do you roll down the windows to change the air? 
If we drive for a long time, inside the car can get 
stale, so breath of fresh air every so often is healthy 
for everyone. We should always be looking for ways 
to add something fresh to our lessons. 
2. Do you ever take a new road? 
Not only should we be on the lookout for ways to 
enhance our lessons, sometimes we can take a 
different route. If we are so familiar with our usual 
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route, we may drive somewhat robotically. Once we 
feel confident in what we are teaching, we can enjoy 
pointing out to our passengers some other sights. The 
more ways we have to get to our destinations, the 
better drivers we will be. FD should offer 
opportunities for this kind of self-improvement. 
3. Is the radio tuned properly? 
Related to merging above, Sion asks whether we 
truly listen to our students. Often when the radio is on 
we aren't really paying much attention, it's just in the 
background. Are we tuned in to students' concerns? In 
addition, more and more, we tend to listen to our own 
cds and mp3s; perhaps we need to allow for more 
real-time streamed content. Some teachers administer 
their own surveys in class. A few take time in their 
classes (perhaps twice a semester) to ask students 
about their teaching performance. Even when we have 
a pretty good idea of how we are doing, it is still 
important to give students the opportunity to give us 
feedback. It is very valuable to them to know that you 
want to hear their opinions and that they can state 
them without fear. 
4. Do you grind the gears or shift smoothly? 
How is your timing in the classroom? Are you able 
to shift up or down smoothly as needed? One of the 
differences between a great teacher and a good teacher 
is an understanding of flow. Great teachers have 
impeccable timing, shifting is so subtle and smooth 
that it becomes almost imperceptible. FD should 
include analysis of flow. 
5. Sion asks, "When did you last check your brakes?" 
This is asked in order to have us reflect on whether 
we are talking too much in class. Not only foreign 
language teachers need to be wary of this tendency. As 
much as we can, we need to make learning a 
partnership between all stakeholders even in Japan 
where communication still tends to be one way.  
6. Do you have sleeping passengers? 
It has always been surprising to me that in a car, 
Japanese passengers will sleep and miss out on all the 
scenery and opportunity for conversation. Once I 
accompanied a busload of Japanese tourists from 
Calgary to Banff. During the 80-minute drive, there is 
spectacular scenery. Nevertheless, about half of them 
slept until we had arrived. Our job is to teach, and 
teach well. Presumably the lessons we prepare have 
content that has value. When we allow students to 
sleep, in point of fact, we are telling them that the 
content is unimportant and/or that we aren't 
professionals. 
Conclusion 
Many of these points are just like the ones we 
learned when we went to driving school. They are not 
especially difficult but they do need to be followed all 
the time. Over time, some drivers believe that because 
they learned how to drive and have been driving for a 
long time, they can disregard some rules or think they 
are better drivers than they actually are. Just as is the 
case when we drive normally, sometimes we may let 
our guard down or become overconfident. It is 
particularly true that some old drivers do not want to 
admit that it is time to stop driving and certainly they 
do not want to be told that it is. 
An important part of FD should be to emphasize the 
necessity of trying to master as many aspects of 
interpersonal relationships as possible in order to 
capitalize on opportunities for success in the people 
business. "You don't get a second chance to make a 
good first impression" is a common expression mostly 
used in reference to the job interview process. 
Fortunately this doesn't apply to teaching where, 
through FD, we can and should reinvent ourselves 
often, according to circumstances. Many of us are 
capable of becoming better drivers. But the road ahead 
is filled with many potholes so we will need to use our 
skills. 
